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姫路医療生協現勢
（2018年８月31日現在）

◀
山
門
の
奥
に
本
堂
が
見
え
ま
す

▲弥勒三尊が安置されている本堂

▲日本一大きな布袋さん像（高さ５m）

　

姫
路
市
夢
前
町
寺
に
あ

る
通
宝
山
弥み

勒ろ
く

寺
は
書
写

山
圓
教
寺
の
奥
の
院
と
言

わ
れ
、
圓
教
寺
と
は
密
接

な
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

長
保
２
年
（
１
０
０
０

年
）
圓
教
寺
を
開
基
し
た

性し
ょ
う
く
う空

上
人
が
、
隠
棲
（
＝

俗
世
間
か
ら
離
れ
て
静
か

に
暮
ら
す
）
さ
れ
草
庵

（
＝
茅か
や

葺ぶ
き

や
藁
葺
き
の
屋

根
を
持
つ
小
さ
な
家
）
を

営
ん
だ
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
長
保
４
年

相そ
う

菩
薩
で
、
右
脇
侍
は
法ほ
う

苑お
ん

林り
ん

菩

薩
で
す
。
三
尊
と
も
榧か

や

の
一
本
作

り
で
学
術
的
価
値
の
高
い
尊
像
と

さ
れ
、
本
堂
と
と
も
に
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
夢
前
七
福
神
一
番
霊
場

で
も
あ
る
弥
勒
寺
は
、
布
袋
さ
ん

に
も
縁
深
く
、
日
本
一
大
き
な
布

袋
像
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
11
月
３

日
に
は
こ
の
布
袋
像
の
前
で
布
袋

ま
つ
り
が
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
つ
り
で
は
、
普
段
非
公
開
の

本
堂
や
弥
勒
三
尊
、
日
本
庭
園
が

一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
（
本
堂

と
弥
勒
三
尊
は
正
月
三
が
日
に
も

公
開
）
大
変
貴
重
な
機
会
で
す
。

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
写
真
・
文 

常
任
理
事 

川
井 

隆
）

通
宝
山

通
宝
山

  

弥
勒
寺

弥
勒
寺
（夢前町）

（
１
０
０
２
年
）に
は
花か

山ざ
ん

法
皇
が

播
磨
国
司
に
諸
堂
を
建
立
さ
せ
、

天
授
６
年（
１
３
８
０
年
）に
赤
松

義
則
が
本
堂
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

本
尊
は
珍
し
い
弥
勒
三
尊
で
、

中
尊
に
弥
勒
仏
、
左
脇
侍
は
大

だ
い
み
ょ
う妙
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▲参加者と輪唱も（ル･ママン･キャトル）

▲意見交換会。中央が田村先生
▲「ひめっこ体操」に
　自然と体が動きます

生
と
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
、「
終
末
期

の
利
用
者
一
人
一
人
に
あ
っ
た
栄

養
摂
取
量
を
見
直
し
、
楽
な
状
態

を
保
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し

た
い
」「
残
さ
れ
る
家
族
に
と
っ

て
、
予
期
的
悲
嘆
は
辛
い
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
た
が
、
予
期
的
悲
嘆

を
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
死
後

も
受
け
入
れ
が
早
い
こ
と
を
知
っ

て
驚
き
ま
し
た
。
家
族
が
思
い
を

表
現
で
き
る
環
境
づ
く
り
も
し
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
学
ん
だ
こ
と
を
各
職
場

で
情
報
共
有
し
、
業
務
に
活
か
そ

う
と
、
参
加
し
た
職
員
は
意
欲
と

と
も
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

終
末
期
に
お
い
て
は
、
栄
養
改
善

や
脱
水
予
防
目
的
の
高
カ
ロ
リ
ー

の
栄
養
投
与
が
必
ず
し
も
状
態
改

善
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ
と
が

あ
り
、
体
が
必
要
と
す
る
以
上
の

栄
養
投
与
は
、
慢
性
炎
症
の
一
因

と
な
る
場
合
も
あ
る
。
体
が
吸
収

で
き
る
栄
養
量
に
す
る
こ
と
で
苦

痛
が
軽
減
で
き
る
と
し
、
終
末
期

の
人
工
栄
養
の
差
し
控
え
は
緩
和

ケ
ア
の
一
つ
で
あ
る
と
解
説
。

　

人
工
栄
養
の
量
を
控
え
る
と
餓

死
す
る
の
で
は
と
の
心
配
や
誤
解

が
あ
る
こ
と
や
、
利
用
者
家
族
の

心
理
や
状
況
に
つ
い
て
も
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
医
療
・
介
護
に
携
わ

る
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
、
終
末
期
の

ケ
ア
を
家
族
に
丁
寧
に
説
明
し
納

得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
意
見
交
換
会
と
な

り
、
共
立
病
院
か
ら
西
村
哲
範
院

長
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
杉

岡
眞
由
美
統
括
責
任
者
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
森
啓
子
統
括
責

任
者
、
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
て

が
ら
竹
岡
友
香
子
所
長
が
、
自
ら

の
経
験
を
語
り
な
が
ら
、
田
村
先

　

８
月
18
日
（
土
）
午
後
に
姫
路

労
働
会
館
で
『
姫
路
医
療
生
協　

緩
和
ケ
ア
学
習
会
』
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
介
護
保
険
施
設
マ
リ
ア

・
ヴ
ィ
ラ
の
診
療
部
長 

田
村
亮
ま
こ
と

先
生
を
お
招
き
し
て
「
死
と
向
き

合
い
な
が
ら
今
を
ど
う
生
き
る
か

〜
食
べ
ら
れ
な
い
を
支
え
る
〜
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
職
員
を
中
心
に
118
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
田
村
先
生
は
、
終
末
期

の
人
工
栄
養
を
含
む
「
食
べ
る
」

こ
と
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
９
月
24
日
よ
り
秋
の
生

協
強
化
月
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

（
11
月
末
ま
で
）。
そ
れ
に
先
駆

け
、
９
月
13
日（
木
）午
後
、
姫
路

キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
で
２
０
１
８
年

度
秋
の
生
協
強
化
月
間
ス
タ
ー
ト

企
画
「
秋
の
い
き
い
き
楽
・
演
・

祭
」
を
開
催
。
職
員
・
組
合
員
合

わ
せ
て
239
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
楽
・
演
・
祭
は
荒
川
支

部
「
と
ん
ち
ん
か
ん
」
の
オ
カ
リ

ナ
が
奏
で
る
癒
し
の
音
色
と「
ル
・

マ
マ
ン
・
キ
ャ
ト
ル
」の
素
敵
な
ハ

ー
モ
ニ
ー
で
爽
や
か
に
幕
開
け
。

続
い
て
、
福
居
副
理
事
長
よ
り
月

間
の
方
針
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
の

参
加
報
告
で
は
、
広
島
の
高

校
生
が
戦
争
の
記
憶
を
絵
で

残
し
て
い
く
取
り
組
み
な
ど

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

地域との地域との
　 つながりをひろげ　 つながりをひろげ
 実りの秋に 実りの秋に

2018年WHOウォークイベント

旧野里街道を歩く
10月28日（日）
集合場所　JR播但線 京口駅
集合時間　午前９時30分
　　　　　※終了は12時頃
参加費（資料代）　200円

※雨天中止
　（朝８時時点の天候の状況で判断します）

共催：高齢者はりまの会・ （健康づくり委員会）
お問合せ：姫路医療生協　組合員サービス部　
　　　　　TEL 079－285－3399  FAX 079－285－3406

～2018年度「秋のいきいき楽・演・祭」開催～～2018年度「秋のいきいき楽・演・祭」開催～

～第20回 介護･医療フォーラムを開催します～
第20回 介護・医療フォーラム

“災害に強いまちづくり”

日時　11月22日（木）
　　　14：00～16：00 開場（13：30）
会場　姫路キャスパホール
〒670-0913
　姫路市西駅前町88番地キャスパ７F
　TEL 079-284-5806

組合員サービス部：〒670-0832 姫路市双葉町10番地
 　TEL 079-285-3399　FAX 079-285-3406

講師　飯島　義雄 氏 関西学院大学大学院 客員教授

～「地域の絆」について改めて考えましょう～
記念講演

災害への備え
 大丈夫ですか？

＊ ご来場には事前申し込みが必要です。
　　（ 予定人数を超えた場合のみ、個別にご

連絡いたします）

今年のWHOウォークイベントは、旧
野里街道を散策します。秋のさわやか
な日差しの中、なつかしい町「野里」
で古
いにしえ

の風を感じてみませんか。
大野家住宅
（姫路市都市景観重要建築物）

熱中症対策
に、帽子・お茶等
各自でご持参
ください

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、
超
大
型
の
台
風
が
何
度

も
や
っ
て
き
て
い
ま
す
。
台
風
以
外
に
も
、
地
震
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
い
つ
ど
こ
の
地

域
が
被
害
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
介
護
・
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
防
災
対

策
専
門
の
飯
島
義
雄
先
生
を
お
招
き
し
、『
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
』
を
テ
ー
マ
に
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
た
ち
が
地
域
で
連
携
し
て
ど
ん
な
対

策
や
避
難
を
し
た
ら
よ
い
か
を
学
び
ま
す
。

　

姫
路
医
療
生
協
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
も
あ
る
「
地
域

共
生
社
会
づ
く
り
」
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
ま
し

た
。
ど
う
ぞ
、
組
合
員
以
外
の
方
も
お
誘
い
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

（
学
び
と
交
流
委
員
会 

委
員
長 

柿
谷
純
一
）

入場無料

先着300名

終
末
期
の「
食
べ
る
」と
は

終
末
期
の「
食
べ
る
」と
は

姫
路
医
療
生
協　

緩
和
ケ
ア
学
習
会

▲華やかな傘踊り（グループアゲハ）

姫路医療生協・コープこうべ
第７地区本部共催企画

参加無料：先着30名　10月30日〆切

ひょうごまるごと
健康チャレンジ2018

応援講座

①BDHQ調査の結果　読み解き
　＊ 事前にBDHQ（食習慣質問票）
調査が必要です。詳しくは申込時
にお知らせします。

② 「フレイルチェックとロコモ予防」で
健康寿命を延ばそう
　講師：共立病院リハビリ課スタッフ

　

事
業
所
か
ら
は
、増
位
・
広
嶺
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
野
里
大

日
町
で
行
わ
れ
た
「
認
知
症
Ｓ
Ｏ

Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
模
擬
訓
練
」
に

つ
い
て
報
告
。
地
域
全
体
で
見
守

り
や
声
掛
け
を
行
う
こ
と
で
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
外
出

が
出
来
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

健
康
づ
く
り
委
員
会
か
ら
は

「
ひ
ょ
う
ご
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
と
「
ひ
め
っ
こ
体
操
」

が
紹
介
さ
れ
、
体
操
は
参
加
者
全

員
で
体
験
し
ま
し
た
。
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

最
後
は
、グ
ル
ー
プ「
ア
ゲ
ハ
」

の
華
麗
で
力
強
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
秋
は
楽
し
く
、
美
味
し

く
、
オ
シ
ャ
レ
な
活
動
を
進
め
、

く
ら
し
の
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

ひ
ろ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お問い合せ・お申し込みは…
姫路医療生協　☎079-285-3399

11月20日（火）10:30～12:30
会場：コープこうべ第７地区活動本部
　　　（姫路市三左衛門堀西の町67）
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野
菜
と
チ
ー
ズ
の
仲
良
し
巻

野
菜
と
チ
ー
ズ
の
仲
良
し
巻

② 

豚
肉
を
薄
く
広
げ
、
茄
子
、

人
参
、
ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ
を

の
せ
て
巻
き
、米
粉
を
ふ
る
。

③ 

フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を

熱
し
、
巻
き
終
わ
り
を
下
に

し
て
転
が
し
な
が
ら
焼
く
。

④ 

Ａ
を
加
え
て
絡
ま
せ
る
。

⑤ 

食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切

り
、
サ
ラ
ダ
菜
や
プ
チ
ト
マ

ト
を
添
え
盛
り
付
け
る
。

ひ
が
し
介
護
フ
ェ
ア

10
月
20
日
（
土
）
10
時
〜
12
時

場
所　

灘
市
民
セ
ン
タ
ー
（
姫
路
市
白
浜
町
宇
佐
崎
中
２
丁
目
520
）

腰
痛
体
操
や
訪
問
看
護
体
験
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
内
容
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

支
部
ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
交
流
集
会

10
月
23
日
（
火
）
14
時
〜
16
時　

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す

場
所　

姫
路
商
工
会
議
所
605
会
議
室
（
姫
路
市
下
寺
町
43
）

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
講
座　

第
２
回

「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」
と
「
ロ
コ
モ
予
防
で
」
高
齢
期
を
い
き
い

き
と
！ 

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
先
着
40
名
様
ま
で
。

10
月
30
日
（
火
）
14
時
〜
15
時

場
所　

生
協
本
部
１
階
会
議
室
（
姫
路
市
双
葉
町
10
）

第
20
回
介
護
・
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
22
日
（
木
）
14
時
〜
16
時　

※
３
面
に
関
連
記
事

場
所　

姫
路
キ
ャ
ス
パ
ホ
ー
ル
（
山
陽
百
貨
店
７
階
）

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く

 

222

11
月
14
日
（
水
）　
　

参
加
費　

６
０
０
０
円

紅
葉
と
桜
の
花
が
競
い
合
い
咲
く
珍
し
い
寺 

普
門
寺
と
明
治
初
期

の
学
校
・
レ
ト
ロ
な
旧
遷
喬
小
学
校
を
訪
ね
る
（
岡
山
）

会
員
申
込　

10
月
22
日
ま
で
に
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（組合員
 サービス部）

材
料

豚
ロ
ー
ス
（
薄
切
り
） 

300
ｇ

茄
子 

適
量

人
参 

適
量

ス
ラ
イ
ス
チ
ー
ズ 

６
枚

米
粉 

適
量

サ
ラ
ダ
油 

適
量

サ
ラ
ダ
菜 

６
枚

プ
チ
ト
マ
ト 

12
個

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　（弁護士）

10月18日（木）
11月15日（木）
12月20日（木）

※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

10月２日（火）
　　９日（火）
　　16日（火）
　　23日（火）
　　30日（火）

ひまわり市ひまわり市

支部・　支部・　
ブロックブロック
通信通信

た
。

　

ま
た
、
近
隣
の
組
合
員
さ
ん
へ

お
配
り
す
る
ニ
ュ
ー
ス
「
ひ
め

じ
」
に
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
入
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
朝
早
く
か
ら
健

康
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
方
も
あ
り
、
健
康
へ
の
関

心
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
「
ひ
め

じ
」
が
組
合
員
さ
ん
の
手
元
に
届

い
て
い
る
お
か
げ
と
思
い
、
嬉
し

い
限
り
で
し
た
。

　

後
日
行
わ
れ
た
運
営
委
員
会
で

の
感
想
は
、「
折
り
込
み
チ
ラ
シ

に
よ
る
案
内
が
良
か
っ
た
」、「
世

話
人
の
振
り
分
け
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
の
勉
強
会
が
あ
れ
ば
、
結
果
に

対
す
る
説
明
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
」
な
ど
の
意
見
が
出
ま
し

た
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に

も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
東
第
１
支
部 

支
部
長

 

松
本 

純
子
）

　

９
月
５
日
（
水
）、
宮
上
町
の

ひ
が
し
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
東
第

１
支
部
と
東
第
２
支
部
合
同
の
ま

ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し

ま
し
た
。
以
前
は
地
元
ス
ー
パ
ー

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
閉
店
に

よ
り
実
施
場
所
に
困
っ
て
い
ま
し

た
。
い
き
い
き
百
歳
体
操
や
ふ
れ

あ
い
喫
茶
が
開
か
れ
て
い
る
ひ
が

し
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実
施
で
き
れ

ば
と
代
表
の
方
に
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
て
今
回

で
２
回
目
に
な
り
ま
す
。
世
話
人

　

全
日
本
民
医
連
主
催
、
第
14
回

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
が
神
奈

川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
交
流
集
会
の
テ
ー
マ
は

「
平
和
と
憲
法
を
守
り
、
全
て
の

世
代
が
手
を
取
り
、
共
同
の
輪
を

広
げ
よ
う
」
で
す
。
９
月
９
〜
10

日
の
２
日
間
で
全
国
の
共
同
組
織

か
ら
延
べ
２
４
０
０
名
以
上
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
は
ソ
ー
ラ
ン
節
や
横

浜
中
華
街
の
獅
子
舞
が
会
場
を
活

気
づ
け
ま
し
た
。
直
前
に
地
震
の

あ
っ
た
北
海
道
か
ら
は
41
名
の
方

が
無
事
に
参
加
さ
れ
、
現
在
の
被

災
地
の
様
子
を
話
さ
れ
、
安
心
・

〜
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会

〜
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会  

inin  

神
奈
川
〜

神
奈
川
〜

全
国
の
共
同
組
織
が

全
国
の
共
同
組
織
が

  

一
堂
に
集
結
！

一
堂
に
集
結
！

▲獅子舞が参加者を歓迎

▲心配された台風も過ぎ、多くの方にご利用いただきました

▲会場のパシフィコ横浜

　

記
念
講
演
で
は
、
文
化
人
類
学

か
ら
見
た
民
医
連
や
医
療
生
協
の

活
動
に
つ
い
て
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・

ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
院
生
の
ヘ
イ
ム

ス
・
ア
ー
ロ
ン
さ
ん
が
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
一
般
の

病
院
は
表
面
的
な
治
療
し
か
で
き

な
い
。医
療
生
協
の
病
院
で
は
、病

気
は
も
ち
ろ
ん
病
気
の
根
本
で
あ

る
孤
独
を
班
会
や
活
動
か
ら
解
決

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
医
師
奨
学
生
が

「
参
加
し
た
班
会
か
ら
元
気
を
貰

っ
た
。
医
師
に
な
っ
て
元
気
を
返

し
た
い
」
と
熱
い
思
い
を
語
り
、

会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
お
こ

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
分

科
会
で
は
、
各

共
同
組
織
の
活

動
や
横
須
賀
基

地
を
巡
る
「
動

く
分
科
会
」
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
動
く
分
科

会
で
は
、
実
際

に
海
上
か
ら
横
須
賀
基
地
の
実
態

を
学
び
、
平
和
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

姫
路
医
療
生
協
か
ら
は
、
分
科

会
で
笹
野
常
任
理
事
が
健
康
チ
ャ

レ
ン
ジ
や
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、

フ
レ
イ
ル
予
防
な
ど
、
楽
し
み
な

が
ら
行
う
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

発
表
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
多
数

の
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
活
動
や
全
国
で
同
じ

志
を
持
つ
共
同
組
織
の
仲
間
か
ら

刺
激
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
今
後

の
活
動
へ
の
活
力
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

が
他
の
活
動
と
重
な
る

日
も
あ
る
た
め
、
一
支

部
で
は
運
営
が
難
し
い

と
判
断
し
、
２
支
部
合

同
で
実
施
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　

前
回
は
、
初
め
て
の

会
場
と
い
う
こ
と
と
、

前
日
の
大
雨
の
影
響
も

重
な
り
、
チ
ェ
ッ
ク
が

ス
ム
ー
ズ
に
出
来
ず
待

ち
時
間
が
長
く
な
り
20

名
の
利
用
で
し
た
。

　

今
回
は
世
話
人
も
増

員
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
運

び
で
39
名
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し

安
全
の
街
づ
く
り
の
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

東第１支部・東第２支部
 でおこないました！

地域の
ふれあい喫茶で
　健康チェック

香
寺
支
部

前
川　

佳
代
さ

ん

　
　

濃
口
し
ょ
う
ゆ 

大
匙さ
じ
1.5

　
　

砂
糖 

大
匙
1.5

　
　

酒 

大
匙
１

【
作
り
方
】

① 

茄
子
は
ア
ク
抜
き
し
、
人
参

は
５
ミ
リ
幅
の
拍
子
木
切
り

に
し
て
ゆ
で
て
お
く
。
ス
ラ

イ
ス
チ
ー
ズ
は
１
枚
を
４
等

分
に
切
っ
て
お
く
。

Ａ
⎩―⎨―⎧



上う
え

杉す
ぎ　

紗さ

也や

加か

さ
ん

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

ふ
る
さ
と

職
場
の
ホ
ー
プ
君

職
場
の
ホ
ー
プ
君

★★★★

★★★★

30
…
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秋
は
果
物
が
お
い
し
い
季
節

で
す
。
ぶ
ど
う
、
梨
、
栗
…
。

先
日
、
千
葉
の
弟
か
ら
豊
水
梨

が
届
き
ま
し
た
。
あ
あ
…
お
い

し
く
て
、
ま
た
痩
せ
ら
れ
ま
せ

ん
！

（
山
田
裕
紀
子
さ
ん（
71
）城
東
町
）

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
が
香
る
頃
に

な
る
と
、
い
つ
も
幼
い
頃
、
母

が
私
の
手
を
繋
い
で
キ
ン
モ
ク

セ
イ
の
香
る
路
地
を
散
歩
か
ら

家
路
に
向
か
っ
た
時
の
こ
と
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
い
く
つ
に

な
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
香
り

と
亡
き
母
の
面
影
で
す
。
今
年

も
そ
ん
な
季
節
が
や
っ
て
く
る

の
が
楽
し
み
で
す
。

（
影
山
ま
す
み
さ
ん　

飾
東
町
）

　

年
に
一
度
カ
ー
テ
ン
を
洗
う

の
で
す
が
、
今
年
は
暑
い
夏
に

す
っ
き
り
さ
せ
ま
し
た
。
何
と

気
持
ち
の
よ
い
こ
と
。
心
の
洗

濯
に
な
り
ま
し
た
。

（
勝
谷 

靜
子
さ
ん（
77
）大
津
区
）

　

姫
路
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
高

齢
者
作
品
展
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
作
者
の
意
気
込
み
が
感
じ

ら
れ
る
作
品
ば
か
り
で
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。

（
天
野
昭
一
さ
ん（
73
）豊
富
町
）

　

次
々
と
起
こ
る
災
害
。
今
度

は
北
海
道
で
地
震
。
家
の
中
を

眺
め
な
が
ら
家
具
な
ど
の
対
策

が
一
つ
も
で
き
て
い
な
い
こ
と

に
気
付
い
た
。
ま
だ
間
に
合

う
。
や
ろ
う
! !

 

（
頼
末
一
幸
さ
ん（
67
）砥
堀
）

　

60
代
最
後
の
年
に
な
り
思
う

こ
と
。
大
正
琴
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
を
長
い
間
、
今
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
友
達
と
の
お
し

ゃ
べ
り
や
お
茶
に
と
…
。
良
き

理
解
者
の
夫
と
は
、
旅
行
、
ド

ラ
イ
ブ
、
ツ
ア
ー
、
食
事
に
と

今
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
、
健
康

第
一
。
こ
れ
か
ら
も
二
人
三
脚

で
労
り
な
が
ら
、
日
々
の
生
活

を
有
意
義
に
、
い
つ
も
感
謝
の

心
を
忘
れ
ず
に
! !

（
太
田
登
代
子
さ
ん　

網
干
区
）

答 A B C D E Ｆ

㉓
…
…
名
は
力
士
の
呼
び
名

㉔
ア
イ
ウ
エ
オ
。
…
…
順

①
秋
の
七
草
の
ス
ス
キ
の
こ
と
で

す
②
森
の
人
と
呼
ば
れ
ま
す

③
空
に
か
か
る
七
色
の
橋

④
秋
の
味
覚
の
一
つ

⑤
…
…
も
眠
る
う
し
三
つ
時

⑧
「
銀
将
」「
香
車
」
の
間
に
並

べ
ま
す

⑩
メ
ロ
…
…
。
刑
事
…
…

⑫
夢
。
…
…
ラ
ン
ド

⑭
地
震
の
揺
れ
程
度

⑮
肩
身
の
狭
い
人
が
集
ま
る
…
…

室
⑯
心
身
と
も
に
異
常
な
し

⑰
名
古
屋
名
産
の
う
ど
ん

⑳
う
ま
い
酒
。
…
…
に
酔
う

㉒
10
月
第
３
日
曜
日
は
…
…
の
日

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
２

姫
路
市
双
葉
町
10

姫
路
医
療
生
協
編
集
部

締
め
切
り
は
10
月
31
日
で
す
。

８
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は

　

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

今
回
は
69
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

岡
本
美
智
子
さ
ん（
御
立
東
）

辰
巳　

友
一
さ
ん（　

継　

）

安
井
喜
美
子
さ
ん（
豊
富
町
）

佐
野　

治
美
さ
ん（
花
田
町
）

松
井
ひ
さ
子
さ
ん（
御
立
北
）

村
山　

茂
子
さ
ん（
四
郷
町
）

藤
原　

房
代
さ
ん（
大
津
区
）

山
本　

和
美
さ
ん（
加
古
川
市
）

関
口　

福
美
さ
ん（
飾
東
町
）

坂
田
し
げ
子
さ
ん（
広
畑
区
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

① 

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
背
番

号
17
…
…
選
手

④ 

ゴ
ビ
…
…
。
サ
ハ
ラ

…
…

⑥
花
言
葉
は
「
愛
情
」

⑦ 

金
田
一
さ
ん
…
…
で

す
よ

⑨
衣
服
や
道
具
を
し
ま

っ
て
お
く
物
置
用
の
部
屋

⑪
い
つ
の
時
代
で
も
老
人
に
な
る

と
言
い
ま
す
「
…
…
の
若
い
者

は
」

⑬
竜
宮
へ
行
っ
た
太
郎
さ
ん

⑮
組
織
や
団
体
な
ど
で
重
要
な
鍵

を
に
ぎ
る
人

⑯
代
表
的
な
洋
菓
子

⑱
草
か
ん
む
り
に
鳥
は
？

⑲
マ
ツ
タ
ケ
料
理
の
定
番

㉑
地
獄
の
大
王
さ
ま

10
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

ヘルスコープあぼし診療所　所長　藤本　壮
まさゆき

之

　

食
欲
の
秋
の
到
来
で
す
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

前
回
は
葉
酸
欠
乏
症
と
食
欲

の
お
話
を
し
ま
し
た
が
、
今
回

の
テ
ー
マ
は
亜
鉛
欠
乏
症
で

す
。

　

近
年
、
日
本
人
の
亜
鉛
不
足

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
亜
鉛
っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体
に

と
っ
て
は
細
胞
分
裂
な
ど
新
陳

代
謝
に
作
用
し
ま
す
し
、
食
欲

に
関
連
す
る
味
覚
を
維
持
す
る

う
え
で
も
重
要
な
元
素
な
の
で

す
。

　

特
に
在
宅
医
療
の
現
場
で

は
、
皮
膚
炎
や
褥

じ
ょ
く
そ
う

瘡
対
策
に
重

要
で
す
し
、
味
覚
低
下
、
食
思

低
下
か
ら
く
る
衰
弱
は
無
視
で

き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。
他
に
も
、
脱
毛
や
貧
血
、

不
妊
症
や
発
育
障
害
な
ど
の
原

因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

の
研
究
で
は
、
亜
鉛
の
欠
乏
に

よ
り
免
疫
機
能
の
低
下
や
活
気

の
低
下
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。

　

欠
乏
の
原
因
と
し
て
は
、
過

度
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
偏
食
、
加

工
食
品
や
レ
ト
ル
ト
食
品
の
過

剰
摂
取
、
飲
酒
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
の
他
に
、
意
外
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ほ
う
れ
ん
草
な

ど
の
シ
ュ
ウ
酸
が
多
い
葉
物
野

菜
の
摂
取
が
多
い
と
、
亜
鉛
が

体
内
に
吸
収
さ
れ
に
く
い
よ
う

で
す
。
食
物
以
外
に
も
、
激
し

い
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
発
汗
で
亜

鉛
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
と
て
も
失
わ

れ
や
す
い
亜
鉛
で
す
が
、
摂
取

量
を
増
や
す
に
は
、
肉
類
、
魚

介
類
の
摂
取
を
増
や
す
こ
と
が

一
般
的
で
す
。
特
に
こ
れ
か
ら

が
旬
の
牡
蠣
、
ア
ワ
ビ
は
有
名

で
す
。
肉
類
で
は
、
豚
の
レ
バ

ー
、
牛
肉
、
そ
の
他
に
は
タ
ラ

バ
ガ
ニ
、
卵
や
チ
ー
ズ
、
ア
ー

モ
ン
ド
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
切
り

干
し
大
根
、
納
豆
や
高
野
豆
腐

も
あ
り
ま
す
。

　

亜
鉛
は
老
若
男
女
問
わ
ず
重

要
な
元
素
で
す

の
で
、
摂
取
の

機
会
を
増
や
す

よ
う
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

月
曜
日　

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

火
曜
日　

健
康
寿
命
と
口
腔
ケ
ア

水
曜
日　

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア

木
曜
日　

非
結
核
性
好
酸
菌
症
に
つ
い
て

金
土
日　

う
お
の
め
と
た
こ

※
８
日
（
月
・
祝
）
は
金
土
日
の
テ
ー
マ
を
放
送

亜鉛欠乏症
について

　

小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
ふ
る
さ

と
に
配
属
さ
れ
て
３
年
目
に
な
り

ま
す
。
高
校
生
の
頃
か
ら
祖
父
・

祖
母
の
力
に
な
り
た
い
と
介
護
福

祉
士
を
目
指
し
、
実
現
で
き
た
今

も
、
尊
敬
す
る
上
司
や
先
輩
方
の

下
で
日
々
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
介
護
福
祉
士
と
し
て
の
理

念
は
利
用
者
様
の
夢
を
叶
え
る
事

で
す
。
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
の

希
望
を
く
み
取
り
、
一
番
近
く
で

利
用
者
様
が
元
気
に
な
ら
れ
る
姿

を
感
じ
、
共
に
喜
び
、
励
ま
し
、

支
え
、
笑
顔
で
「
小
規
模
多
機
能

ホ
ー
ム
ふ
る
さ
と
」
に
来
て
い
た

だ
く
こ
と
が
私
の
や
り
が
い
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
看
取
り
に
も
関
わ

る
事
が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
者
様

の
思
い
を
大
切
に
、
寄
り
添
い
笑

顔
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



No.459　2018年10月１日　（８）

207

永
遠
の

永
遠
の

  

お
祭
り
大
好
き
少
年

お
祭
り
大
好
き
少
年

前
田　

裕
一
さ
ん

香
寺
支
部

▶
中
学
の
恩
師
か
ら
贈
ら
れ
た
油
絵

３
基
製
作
し
、
１
基
の
製
作
に
10

ヶ
月
以
上
費
や
し
た
そ
う
で
す
。

屋
台
に
歴
史
あ
り

屋
台
に
歴
史
あ
り

　

播
州
屋
台
全
て
の
歴
史
を
調
査

さ
れ
た
前
田
さ
ん
は
屋
台
研
究
家

と
し
て
も
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
屋
台
の
歴
史
を
調
べ
る
の
も
面

白
い
で
す
。
い
つ
ど
こ
の
製
作
所

で
新
調
さ
れ
た
の
か
、
新
調
し
た

屋
台
の
形
が
前
と
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
。
ま
た
、
不
要
に
な
っ
た
屋

台
を
追
い
か
け
る
の
も
面
白
く
、

多
く
の
屋
台
が
山
手
（
香
寺
町
、

福
崎
町
、朝
来
市
、多
可
郡
な
ど
）

に
嫁
入
り
し
、
今
も
活
躍
し
て
い

ま
す
」
と
話
す
前
田
さ
ん
。
屋
台

の
型
は
各
地
方
の
練
り
方
に
よ
り

進
化
し
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
多
く
の
祭
り
の
催
日
が
土
日

に
な
り
、
お
店
が
あ
る
の
で
撮
影

機
会
が
減
っ
て
し
ま
い
残
念
で

す
」
と
前
田
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

お
元
気
で
、
播
州
屋
台
の
魅
力
を

後
世
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
取
材　

常
任
理
事　

川
井 

隆
）

興
味
深
い
で
す
。
屋
台
が
停
ま
っ

て
い
る
時
に
近
寄
っ
て
装
飾
品
を

見
る
と
、
祭
り
見
物
も
楽
し
く
な

る
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
前
田
さ

ん
。
広
畑
の
才
天
満
神
社
の
屋
台

に
は
、
播
州
屋
台
で
唯
一
の
書
写

山
圓
教
寺
の
鬼
追
い
の
狭
間
が
あ

り
、
非
常
に
珍
し
く
貴
重
な
の
だ

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
屋
台
を
自

作
し
て
い
る
前
田
さ
ん
。
実
寸
の

10
分
の
１
の
大
き
さ
で
、
屋
根
、

台
場
、
差
し
棒
な
ど
隅
々
ま
で
正

確
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

播
州
屋
台
の
研
究
で
は
第
一
人
者

の
粕か

す

谷た
に

宗そ
う

関か
ん

さ
ん
と
出
会
い
、
粕

谷
さ
ん
の
影
響
か
ら
今
は
屋
台
の

狭
間
（
家
で
言
う
欄ら
ん

間ま

）
を
撮
り

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

狭
間
の
彫
刻
は
製
作
者
の
心
意

気
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
歴
史
的

な
戦
や
地
元
の
風
土
歴
史
な
ど
の

物
語
が
屋
台
４
面
に
彫
ら
れ
て
い

　

「
溝
口
で
生
ま
れ
育
ち
、
地
域

周
辺
の
祭
り
を
追
い
か
け
て
い
た

祭
り
大
好
き
少
年
で
し
た
」
と
い

う
前
田
さ
ん
。
高
校
に
入
り
、
カ

メ
ラ
を
持
っ
て
播
州
各
地
の
屋
台

や
練
り
合
わ
せ
な
ど
を
撮
り
続
け

て
い
ま
し
た
が
、
30
年
ほ
ど
前
に

　

香
寺
町
で
理
容
店
を
営
む
前
田
裕
一
さ
ん（
69
）は
幼
少
時
よ
り
祭

り
が
大
好
き
で
、
店
内
に
は
勇
壮
な
祭
り
の
油
絵
や
２
基
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
屋
台
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。屋
台
の
写
真
だ
け
で
な
く
、屋
台
の

彫
刻
な
ど
も
研
究
さ
れ
て
い
る
前
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲前田さんと自作のミニチュア屋台

▲昨年新調された白木屋台（英賀神社）

ま
す
。「
播
州
地

方
に
は
神
輿
型
屋

台
２
４
０
台
、
布

団
屋
台
１
３
５
台

以
上
（
小
型
屋
台

を
除
く
）
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
彫
刻
が
全
て

違
い
、
彫
刻
者
を

調
べ
る
と
彫
り
方

の
特
徴
や
当
時
の

地
元
住
民
の
心
意

気
が
わ
か
り
大
変

▲書写山圓教寺の鬼追いの狭間（才天満神社）

屋
台
の
花
形「

屋
台
の
花
形「
狭狭ささ

間間まま

」」

前
田
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
播
州
屋
台
旅
日
記
】

http://yataitabinikki.net

　

歴
史
な
ど
播

州
屋
台
の
情
報

が
満
載
で
す
。


